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NBS Chorusについて(その4)
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NBS Chorusについて(その5)
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NBS Chorusについて(その7)
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NBS Chorusについて(その8)
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Chorusの画⾯



(参考)標準仕様書との連携の仕組みのイメージ及びそのメリット
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BIMの属性情報の標準化と標準仕様書との連携のメリットは、次のことが考えられます。
・BIMの属性情報の標準は、そこに含まれる情報と様々な業務との連携が⾶躍的に拡⼤されます。(例︓標準仕様書、建築確認等)
・標準仕様書との連携は、特記仕様書、⾒積・積算、調達、施⼯について、分類コード等を軸としたデジタル化を促進する可能性があります。
2020年度、2021年度には、この領域を集中的に調査検討を進めます。参考として以下に現在検討中の情報の流れを⽰します。

今回検討範囲



仕様書連携・特記仕様書連携(⽇本版Chorusを⽬指して)

2021/4/27 ©2020 BLCJ BIMライブラリ技術研究組合 11

BIMの属性情報
該当する標準仕様書の条項

[特記項⽬の選定]
[特記項⽬]を決めるための

参考情報[監理指針]

仕様書該当条項の章節項

左記分類コードに該当する
製品群及びその特徴説明

[特記項⽬]を決めるための
参考情報[JIS/JAS等]

監理指針該当条項の章節項

JIS等の番号

属性情報の管理番号

下記属性情報を含む部
材・製品等の分類コード 左記分類コード

⽇本版Chorusシステム
[特記仕様を選択する⽅式]

BIMライブラリ
/BIMオブジェクト

特記仕様書の作成

参照するが、どのように参照するかは建
築と設備で異なり、個⼈差も⼤きい。
該当製品グループを参照することにとど
め、絞込みはしない。
特記仕様を決めるプロセスもシステム化
はしない。

施⼯計画書・施⼯要領書

課題
・製品別から⼯種別に
・複数の材料から構成される部
材のコードの構成
・フェールセーフの対応

連携するが独
⽴のシステム

「仕様書の構造化」
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ユースケース1
アルミニウム製建具(窓)の仕様を決める

標準仕様書で特記が必要な項目一覧を見て、順番に記載していく

標準仕様書では記が必要とされていないが、各種の性能確保の観点から記載が必要な内容を特記する

《必要な情報》
特記項目一覧
・1節 一般事項の特記項目
・2節 アルミニウム製建具の特記項目
・7節 建具用金物の特記項目
・13節 ガラスの特記項目
<断熱サッシの>

《必要な情報》
上乗せする必要がある特記項目
(各社各自の実績、失敗から作成しているが、これにメーカーの意見を加える)
(あるものは施工段階でメーカーに確認されている)

例:建具の中の補強フレームを鋼製かステンレス製か
断熱サッシの断熱材は必要ならば膳板の部分にも入れる 等々

《必要な情報》
・16.1.4 見本の製作等
(a)建具見本の製作は特記による。
→・製作する ・製作しない →参考情報「監理指針16.1.4」

■仕様書の情報のまとめ⽅
・全体をWORDで
・章単位をWORDで
・節単位をWORDで

→システム的には2通りを⽤意して作業に合わ
せて選択することで対応、ストレージ増もコスト
負担は問題でない
10GBのストレージのリースコスト120万円/年



設計-標準仕様書-特記仕様書-施⼯計画書のデータの流れ

2021/4/27 ©2020 BLCJ BIMライブラリ技術研究組合 13

BIM設計 特記仕様書作成 施⼯計画書作成

プロジェクト
概要書

特記項⽬
⼀覧

特記項⽬
記載要領

特記項⽬
記載結果

特記仕様
書式変換

特記仕様書標準仕様書 監理指針

施⼯計画書
雛形

該当⼯種
選択

該当⼯種
施⼯計画書
(設計部分)

BIMライブラリ
・ジェネリック
・メーカー

施⼯

該当⼯種
施⼯計画書
(施⼯部分
の追記)

⼯程計画
仮設計画

メーカー決定

属性情報ID BIMライ
ブラリ

設計 プロジェク
ト概要書

特記項
⽬⼀覧

記載要
領

特記記
載結果

書式変
化

特記仕
様書

施⼯計画
書(雛形)

⼯種
選択

施⼯計画
書(設計)

メーカー
決定等

施⼯計画
書(施⼯)

プロジェクトID ● →● →● →● →● →● →● →●

オブジェクトID ● →●

仕様書年版 ● →● →● →● →● →● →● →● →●

仕様書の章・節・項ID ●追加 →● →● →● →● →● →● →●

監理指針の章・節・項ID ●

企業ID 公共プロジェクト ● (→●)

⺠間プロジェクト ● →●

製品グループ ● →●

製品ID 公共プロジェクト ● (→●)

⺠間プロジェクト ● →●

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨⑩



①プロジェクト概要書
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1 プロジェクト名(プロジェクトID)

2 ⼯事名称

3 ⼯事場所/地名地番

4 階数

5 構造・規模

6 延べ⾯積/建築⾯積

7 建築物の⾼さ

8 発注者名

9 設計者

10 監理者

11 施⼯者

12 ⼯事種⽬ ・新築 ・増築 ・改築 ・その他( )

13 ⼯事期間 ⼯事着⼿ 年 ⽉ ⽇ 完成引渡し 年 ⽉ ⽇ (延べ カ⽉)

14 部分使⽤・部分引渡し ・あり ・なし 範囲 期⽇ 年 ⽉ ⽇

15 ⼯事範囲(⼯事項⽬) ・

16

敷地及び法的
規制等

地域･地区
1)都市計画区域等 ・都市計画区域 （・市街化区域 ・市街化調整区域 ・⾮線引き区域）
・都市計画区域外 （・準都市計画区域 ・未定区域）
2)防⽕地域 ・防⽕地域 ・準防⽕地域 ・指定なし
3)⽤途地域 ( )
4)その他 (⾼度地区、法22条区域等を記⼊)

容積率 容積率制限( )% （⽤途地域が2以上の場合の算定式等を記⼊）

建蔽率 建蔽率制限 ( )% （⽤途地域が2以上の場合の算定式等を記⼊）

建築基準法の主要⽤途

耐⽕建築物 ・耐⽕建築物 ・準耐⽕建築物（ ) ・（ ） ・その他

消防法の防⽕対象物 ( )項

その他 1)検証法適⽤の有無 ・避難安全検証法 ・耐⽕性能検証法 ・なし 2)CASBEE⽬標ランク ・S ・A ・B+ ・なし



②③④特記項⽬⼀覧、記載要領、記載結果
(16章建具⼯事 アルミニウム製建具)
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章 節 項 タイトル …… 特記事項 特記項⽬記載結果 参照 監理指針
参照先

ア
ル
ミ
建
具

鋼
製
建
具

●
●
建
具

16 1 3 防⽕⼾ (3) 防⽕⼾の⾃動閉鎖機構及び防⽕⼾について、ヒューズ
装置、熱感知器⼜は煙感知器と連動させる場合は、
特記による。 なお、防煙シャッターの場合は、煙感知器
と連動するものとする。

・熱感知器⼜は煙感知器と連動させる
・熱感知器⼜は煙感知器と連動させない ● ●

16 1 4 ⾒本の製作等 (1) 建具⾒本の製作は、特記による。 ・製作する ・製作しない 特別注⽂の場合 16.1.4 ● ●

16 1 4 ⾒本の製作等 (2) 仮組の実施は、特記による。 ・⾏う ・⾏わない 特別注⽂の場合 16.1.4 ● ●

16 1 6 その他 (2) 「開⼝部の侵⼊防⽌対策上有効な措置が講じられた
「防犯建物部品」の適⽤は特記による。

・防犯建具部品
・防犯建具部品以外

16.1.6 ● ●

16 2 2 性能及び構造 (2)(ア) 耐⾵圧性、気密性及び⽔密性の等級並びに枠の⾒込
み⼨法は、特記による。特記がなければ、外部に⾯する
建具をコンクリート系下地⼜は鉄⾻下地に取り付ける場
合は、表16.2.1、⽊下地に取り付ける場合は、表
16.2.2 により、種別は特記による。

表16.2.1 16.1.7,
16.2.2

● ●

16 2 2 性能及び構造 (2)(イ) 防⾳ドア、防⾳サッシとする場合の遮⾳性の等級は、特
記による。

16.1.7(
1)(エ) ● ●

16 2 2 (2)(ウ) 断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級は、特
記による。

JIS A4702または JIS A4706断熱性
の等級

JIS A4702  JIS 
A4706

16.1.7(
1)(オ) ● ●

16 2 2 (2)(エ) 耐震ドアとする場合の⾯内変形追随性の等級は、特記
による。

⾯内変形追随性の等級 ドアセットの相関変
異に対する安全性
16.4.2(5)

16.1.7(
1)(カ) ●

16 2 3 材料 (5)(イ) 防⾍網は、合成樹脂製、ガラス繊維⼊り合成樹脂製
⼜はステンレス (SUS316) 製とし、材質、線径及び網
⽬は特記による。特記がなければ、合成樹脂製とし、合
成樹脂の線径は0.25mm以上、網⽬は16〜18 メッ
シュとする。

防⾍網の材質
・合成樹脂製 ・ガラス繊維⼊り合成樹
脂製 ・ステンレス (SUS316) 製
線径
網⽬

●

16 2 3 (5)(ウ) 防⿃網は、ステンレス (SUS304) 線材、線径は
1.5mm、網⽬⼨法は15mm とし、適⽤は特記による。

・防⿃網を適⽤する
・防⿃網を適⽤しない ●

16 2 4 形状及び仕上 (2) 建具の枠の⾒込み⼨法は、特記による。特記がなけれ
ば、外部に⾯する建具は、表16.2.1⼜は表16.2.2 に
よる。

●

【以下続く】



⑤特記仕様書(表⽰様式は今後検討)

2021/4/27 ©2020 BLCJ BIMライブラリ技術研究組合 16

章 節 項 タイトル …… 特記項⽬記載結果

16 1 3 防⽕⼾ (3) ・熱感知器⼜は煙感知器と連動させる
・熱感知器⼜は煙感知器と連動させない

16 1 4 ⾒本の製作等 (1) ・製作する ・製作しない

16 1 4 ⾒本の製作等 (2) ・⾏う ・⾏わない

16 1 6 その他 (2) ・防犯建具部品
・防犯建具部品以外

16 2 2 性能及び構造 (2)(ア) 表16.2.1

16 2 2 性能及び構造 (2)(イ)

16 2 2 (2)(ウ) JIS A4702または JIS A4706断熱性の等級

16 2 2 (2)(エ) ⾯内変形追随性の等級

16 2 3 材料 (5)(イ) 防⾍網の材質
・合成樹脂製 ・ガラス繊維⼊り合成樹
脂製 ・ステンレス (SUS316) 製
線径
網⽬

16 2 3 (5)(ウ) ・防⿃網を適⽤する
・防⿃網を適⽤しない

16 2 4 形状及び仕上 (2)



⑤施⼯計画書(施⼯要領)(建具⼯事の雛形)
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記載項⽬ 記載事項 設計者 施⼯者 参照先

1 ⼯事概要 ⼯事名称、場所、建築主、設計・監理者名、
施⼯会社 ● プロジェクト概要書

2 ⼯事範囲 取付け場所(⽅位、階別等) ● 建具表(建具種別)、⽴⾯図、平⾯図

3 管理体制 建具の製造所及び施⼯者の管理組織表、
連絡先 ●

4 ⼯程表 製作及び現場の施⼯⽇程・⼿順・作業内容 ●

5 試⽤材料の名称・
規格* 部品、部材、付属部品及びその使⽤箇所 ●a) ●b) 「仕様書16.2.3材料」

a)主要な部品、部材 b)その他

6 製作者・製作⼯場 ⼯場名称、所在地 ●

7 施⼯及び組⽴* 材料加⼯の⽅法、接合法、組⽴要領 ● 「仕様書16.2.5⼯法」

8 製品の検査* 検査⽅法、検査項⽬、検査基準 ●a) ●b) a)要求性能、⼨法
b)検査⽅法

9 防⾷・防錆処理* 防⾷・防錆の⽅法、材料 ●a) ●b) a)要求性能
b)その他

10 運搬 搬⼊⽅法、現場内保管⽅法 ●

11 取付け精度・要領* 取付け⽅法、精度、取付け検査⽅法、検査
基準 ●a) ●b) 「仕様書16.1.5取付け調整等」

a)要求取付け精度を⽰す場合 b)その他

12 養⽣・清掃 養⽣・清掃⽅法 ●

13 安全管理 管理体制、安全点検、作業環境整備 ●

表16.1.2 施⼯計画書の記載事項(建築⼯事監理指針より)



⑥⑦⑨施⼯計画書(雛形、設計者記載の部分)
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1 ⼯事概要

1 プロジェクト名(プロジェクトID)

2 ⼯事名称

3 ⼯事場所/地名地番

4 階数

5 構造・規模

6 延べ⾯積/建築⾯積

7 建築物の⾼さ

8 発注者名(建築主)

9 設計者

10 監理者

11 施⼯者(元請業者)

12 ⼯事種⽬ ・新築 ・増築 ・改築 ・その他( )

13 ⼯事期間 ⼯事着⼿ 年 ⽉ ⽇ 完成引渡し 年 ⽉ ⽇ (延べ カ⽉)

14 部分使⽤・部分引渡し ・あり ・なし 範囲 期⽇ 年 ⽉ ⽇

15 ⼯事範囲(⼯事項⽬) ・

2 ⼯事範囲

建具種別と個数(建具表)

建具取付け場所をすべての⽴⾯図(及び平⾯図)で、建具種別を記載して作成

凡例︓グレー彩⾊部分は施⼯者記載部分
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3 管理体制

建具の製造所及び施⼯者の管理組織表、連絡先

建具の製造所及び施⼯者の管理組織表、連絡先

4 ⼯程表 製作及び現場の施⼯⽇程・⼿順・作業内容

5 試⽤材料の名称・
規格*

部品、部材及びその使⽤箇所

付属品及びその使⽤箇所

6 製作者・製作⼯場
製作⼯場名称

所在地、連絡先担当者

7 施⼯及び組⽴*

材料加⼯の⽅法、接合法、組⽴要領
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8 製品の検査*
要求品質

検査⽅法、検査項⽬、検査基準

9 防⾷・防錆処理*

要求品質

防⾷・防錆の⽅法、材料

10 運搬 搬⼊⽅法、現場内保管⽅法

11 取付け精度・要領*
要求取付け精度(指定する場合)

取付け⽅法、精度、取付け検査⽅法、検査基準

12 養⽣・清掃 養⽣・清掃⽅法

13 安全管理 管理体制、安全点検、作業環境整備



前年度までに検討した機能要件
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